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は じ め に
〜立体感のある授業〜

静岡県ＮＩＥ推進協議会
会長 安倍 徹

授業を参観しての感想は人によって様々ですが、私自身これまで、「深みのある」、「コ
クのある」、「スパイスのきいた」、「躍動的な」、「余韻のある」等々、やや情緒的・感
覚的ではありますが、いろいろな表現のできる授業を参観してきました。

さて、本年度のＮＩＥ公開授業が実践指定校である静岡市立清水飯田小学校で、昨
年 11 月に行われました。５年生の「総合的な学習の時間（いいだのもり）」での小川
訓靖教諭による「なぜ水は飯田にとって宝なのか～宝の意味を探る～」という単元の
授業でした。この授業を参観しての私の感想は、「立体感のある授業」でした。その
理由は、授業をとおして３つの軸を３次元のように感じることができたからです。

ひとつ目の軸は、過去から現在に至るつながり（時間軸）でした。飯田地区の住民
と水との関わりの歴史から、水が命・宝物であることを学びました。

二つ目の軸は、世界での出来事と身近な出来事とのつながり（空間軸）でした。海
洋プラスチックは国境を超えた深刻な環境問題ではありますが、そのことを子どもた
ちが自らの問題としてとらえるために、地元の三保海岸で採取してきた海砂に水を加
え、そこに現れた浮遊物を目の当たりにした学習は圧巻でした。Think Grobally Act 
Locally を実践していく大きな原動力になるのではないかと感じました。

三つ目の軸は、地域をはじめ多くの人々と学校とのつながり（敢えて言えば人間軸）
でした。大学関係者や地元の環境学習委員など多くの方々に支えられて、授業が展開
されているということでした。三保海岸の海砂も大学の学芸員の協力で用意されたも
のでした。

授業では、いくつかの新聞記事が資料として子どもたちに提示されていましたが、
私が感じたことは、上で述べた３つの軸を相互に関連性を持たせながら授業を構想す
るために、新聞が大きな役割を担っているということであり、記事としての文字に加
え、掲載されている写真も学習内容を理解する上で効果的であったということです。
子どもたちも参観者も学びの充実感を味わうことのできた授業でした。

本報告書にも、様々な授業実践が紹介されており、立体感、深み、コク、躍動、余
韻などを感じ取っていただけるのではないかと思います。各学校におかれては、教育
活動を展開するに当たり、本報告書が活用されることを願っています。

むすびに、本報告書の作成に御協力をいただいた関係の皆様に、心より感謝申し上
げます。





  − 3 −

それらの影響があるのか、テストの結果を見る
と、文章を読んで主題をつかんだり、文章を要約
したりする力が弱い傾向があり、読解力不足が感
じられる現状であった。そのような中で、ＮＩＥ
実践の指定を受け、今年が３年目となる。

【ＮＩＥ実践計画】
昨年まで市のＮＩＥ実践校としての指定もあり、

静岡新聞が毎日全校生徒分届くことを活かして、
学校生活の中で、文章に触れる時間を授業以外に
も設定し、読解や要約する時間を設けることで、
子供たちの読解力育成をめざした。

その手立てとして、
①新聞コーナーの設置
②新聞記事を読む学習時間の設定（毎週金曜日）
③全校生徒への新聞配布
④新聞の読み方講座（出前講座利用）
⑤新聞を活用した授業の実践
を計画した。

２．実践内容

【学校全体としての取り組み】
①新聞コーナーの設置

昨年までは、毎日配達される４社の新聞を、社
会科室前の廊下と学校図書館に置いていたが、社
会科室は授業時のみ、学校図書館の利用者も限ら
れてしまう傾向があるため、移動時や職員室に用
事のあるときのついでに、生徒たちが自由に手に
取ったり読んだりできるように、新たに職員室前
の廊下に新聞をおくことにした。

１．はじめに

【本校紹介】
本校は、富士宮市北部に位置する全校生徒１１０

名の小規模校である。校舎の後方には富士山があ
り、自然いっぱいの環境の中で日々生活している。
地域との関わりも多く、様々な地域行事に多くの
生徒が参加している。生徒数が少ないので、学年
問わず顔見知りというほのぼのとした雰囲気が校
舎を包んでいる。

生徒は全体的に明るく朗らかな生徒が多い。し
かし、お互いをよく知っているので関わりやすい
反面、不十分なコミュニケーションでも事足りて
しまうという弱点も生んでしまいがちである。そ
れもあり、主体的に学ぶ意識が弱く、受け身的な
学習態度が多く見られるので、研究主題を「課題
意識を持ち、主体的に学び合う子供の育成」とし
て、授業改善に取り組んでいる。

【本校生徒の実態】
学校では、週３回読書の時間を設定し、読書活

動を啓蒙しているが、読むのはその時間だけとい
う生徒がほとんどで、家庭で読書をする生徒は少
ない。また、最近の中学生が夢中になっているよ
うに、本校の生徒もネットゲームや SNS でのコ
ミュニケーションに関わっている生徒が多い。さ
らに、郊外にある地域なので、リアルタイムで新
聞が届かない。そのため新聞を購読している家庭
は少なく、新聞を読む習慣を持っている生徒は少
なく、日々のニュース等は TV やネットニュース
から得ているのが現状である。

ＮＩＥによる読解力の育成をめざして
富士宮市立西富士中学校 渡邉 操
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ＮＩＥによる読解力の育成をめざして

質問内容は、「見出し作り」「記事に使用されて
いる語句探し」「要約」「感想」を主としている。
☆「見出し作り」は、記事に使われている言葉を

探して入れればできる形にしている。記事を読
んでキーワードとなっている言葉に注目し、見
出しを完成させることで、記事が一番伝えたい
ことに気付くことを目的とした出題である。

☆「記事に使われている語句探し」は、あらかじ
め語句の意味を示しておき、その言葉を見付け
るようにしている。記事を読みながら語彙量を
増やすことを目的とした出題である。

☆「要約」は記事が伝えていることをコンパクト
にまとめる力の育成を目指した出題である。適
切なキーワードを押さえながら、記事の内容を
短くまとめる力の育成や記事とグラフや表を絡
めて読む力の育成を目指した。昨年までは要約
をまるごと生徒の力量に任せ、評価をするとき
に、必要なキーワードをどれだけ取り出して文
章を書いているのかを ABC 評価していたが、
出題者側が意図するキーワードを全て使って要
約することができる生徒（A 評価）は１割程
度だったので、生徒の意欲向上のために、今年
度は使用するキーワードを指示する方法に変え
てみた。それにより A 評価となる生徒が６割
から多いときには９割と増加した。生徒のやる
気の向上とその文章において押さえるキーワー
ドがどれなのかに気付く手立てとなった。また
表やグラフと記事を同時に読む力の向上が見ら
れた。

職員室前の閲覧台は手作りのもので、４社の新
聞が同時に見られるようになっている。同時に見
ることで、一面トップの記事の大きさを比べたり、
同じ記事の見出しを比べたりと、新聞社によって
何に重点を置いているのかが自然と分かるように
なった。

また、社会科室前に新聞が置いてあると、授業
の前後に立ち止まって眺めたり、様々な教科で新
聞を使うときに持って行ったりと自由に利用する
ことができ、新聞が身近にある生活につながった。

②新聞記事を読む学習時間の設定（毎週金曜日）
朝の活動時間は８時～８時１０分である。本校

では、毎週金曜日に新聞記事を要約したり感想を
書いたりする学習を行っている。この活動の準備
は教員であり、担当教員が最近話題のニュースや
読ませたいニュースの記事、また、グラフや表と
ともに読む記事を意図的に選び、プリントを作成
している。
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ＮＩＥによる読解力の育成をめざして

☆３年 社会☆
・『人間を尊重する日本国憲法 国民の意思によ

る政治』の単元で、記事を通して、参院選獲得
議席数の学習や、現在憲法改正を実現させよう
としている理由や具体的な政治の動きについて
学ぶことができた。

☆１年 数学☆
・『関数』の単元において、１０％への消費増税か

ら商品によって税込み価格はどのように違うの
かを、軽減税率８％の商品と比較して計算する
ために記事を用いた。それにより、商品によっ
て税率が違うことを理解することができた。ま
た、新聞記事以外に消費税収と一般会計税収の
推移を表すグラフを資料として加えたことで、
グラフを読み取る学習につなげることができ
た。

☆３年 理科☆
・『水溶液とイオン』の単元において、ノーベル

化学賞を受賞した吉野彰氏が開発した「リチウ
ムイオン電池」が優れた電池であることを新聞
記事から読み取るとともに、吉野氏の研究に捧
げる情熱の深さに触れた。電池のしくみについ
て学習している時の受賞報道であったため、生
徒の関心も高く、興味をもって学習することが
できた。今回の受賞の評価理由の１つになって
いる「電池の小型軽量化」につながる「リチウ
ムの軽さ」に触れたことで、原子はその種類に
よって質量が異なることを理解することができ
た。

☆２年 英語☆ 
・『Unit 5 Living with Robots』の単元で、自動

運転システムについて新聞記事を参考にして自
分の考えを書く学習を進めた。自動運転車の実
用化に関する記事を読み、自分の考えを英語で
書いた。AI は人間の生活を便利にするもので

ら話を聞くことで多面的・多角的に内容をとら
えることにつながった。 （R1 実施）

・「中高生のネット依存に関して意見文を書く」
学習において、新聞の記事と図表データを読み
取り、それをもとに意見文を書く授業を計画し
た。新聞からの情報をもとに自分の考えを入れ
て意見文の完成を目指した。図表を読むことで
記事の概要が分かり、図表だけでは不十分な情
報が記事にあることに気付き、記事と図表との
関連を確認することができた。（Ｈ３０実施）
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ＮＩＥによる読解力の育成をめざして

③新聞を読む生徒の増加
４月の全国学力学習状況調査の質問紙の質問

「新聞を読んでいますか」の回答で「ほとんど読
まない」が６割強であった。しかし、７月から１
月まで新聞配布をした結果、校内アンケートにお
いて、「ほとんど読まない」割合は１割に満たな
かった。また、１２月の学校評価アンケートで「新
聞を読んだりニュースを見たりするなどして社会
の動きに関心をもっている」という質問に７割強
の生徒が「はい」と答えた。

（ＮＩＥ取り組みに関する生徒の感想 抜粋）
・社会の授業で学習したことと新聞に載っている

記事が重なっていることがあり、その記事を
使っての授業は分かりやすかった。

・新聞を通して社会情勢が分かるのがおもしろ
かった。また記事に重要なことが書いてあり、
それを見つけるのが楽しかった。

・新聞のスポーツ欄を毎日読み、詳しい情報を知
ることができて良かった。ついでに他の記事も
読んで社会の様子も知ることができてよかっ
た。

・新聞記事を読む学習や新聞記事から自分の考え
をまとめる学習は面倒だなと思っていたが、続
けることで、文章問題を解くことが楽になった
ように思うのでよかったと思う。

（ＮＩＥの取り組みに対する教員の感想）
・毎週金曜日の「新聞記事を読む学習」について、

１年生のスタート時は全く書けなかった生徒も
いたが、３年生になりほとんどの生徒が書けて
いるので、積み重ねは大事だと思った。現在は
記事の要約にも慣れ、自分の考えを付け加える
ことができる生徒が増えた。

あるが自分たちの生活には直接関係ないと考え
ていた生徒も新聞記事から政府が積極的に実現
しようとしていることを知り、教材の内容と結
び付けて考えることができた。

３．実践の成果と課題

成果
①生徒と新聞との距離縮小

授業を実践した教員から生徒の取り組みの様子
を聞くと、以下のような感想が得られた。
・新聞が配布されるとすぐに新聞を広げ、記事に

目を通す生徒が多くなった。その結果、長い文
章から要点をつかんで読むことに慣れてきた。

・授業で新聞記事を用いたことにより、教科の学
びを実生活と結び付けて考えることができるよ
うになった。

・「新聞の読み方講座」実施により、新聞を短時
間で読むこと・読み方のポイント・見出しに注
目する効果等を知り、新聞が身近なものとなっ
た。

・「新聞記事を読む」学習を通して、キーワード
を見付けたり要約したりすることが短時間でで
きるようになった。
②テストの無解答率減少

全国学力学習状況調査の国語の結果を見ると、
ＮＩＥに取り組む以前は、無解答率が高かったが、
ＮＩＥによる学習を始めてからは、無解答率が減
少した。また、読解し、文章で答える質問の正答
率が上がった。さらに無解答率ゼロの問題も増え
た。国語だけでなく、数学や理科の解答からも同
様の変化が見られた。

（グラフは無解答率の変化）
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ＮＩＥによる読解力の育成をめざして

・新聞を購読していない家庭が増えた中で、個々
に新聞配布ができたことは、新聞に親しむよい
機会になったと思う。

・授業で日常的に新聞を活用することは難しい
が、計画的に取り込むことは可能であり、教材
との関わりを考えて実施することで、生徒の学
習意欲の向上にもつながると感じた。

課題
・新聞記事と学習内容との関連付けが困難であ

り、授業に即した資料としてふさわしい記事を
見付けにくい。

・授業時間の中で生徒自身に記事を選ばせる際、
新聞全体に目を通すことになるため、多くの時
間を費やしてしまい、授業時間の確保が困難で
ある。

・記事にある専門的な用語の理解が困難で、辞書
で調べる時間の確保が必要となる。

・慌ただしい日課の中で日常的に新聞を読む時間
の確保が困難である。

4．最後に

ネット情報が豊富になり、どこでも情報が得ら
れる昨今、大人でも新聞離れが増えている。しか
し、じっくり読める・あとから探すことができ
る・読み直しができる・表現や文章構成を自分の
文章づくりに活かすことができるなどの新聞のよ
さを伝え、活かし、進化している教育機器との共
存を図りながら、また生徒主導のＮＩＥ活動を取
り入れるなどの工夫をしながら、生徒たちの教育
環境がよりよいものとなるように、今後もＮＩＥ
活動を推進していきたい。
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自分なりの疑問や考えをもち、課題を解決していこうとする生徒の育成を目指して

め方を理解しているが、
１年生にとっては初めて
の経験であるため詳しく
説明をした。家庭によっ
ては新聞を購読していな
い場合があり、ＮＩＥ教
育を推進するにあたり、
新聞に親しむことを目的として実施した。

また、昨年度の課題である「情報を活用する
力」や「社会情勢を見据えることができる力」
を生徒に付けていきたいと考え、本年度より、
新聞記事に対する個人の意見や思いをつなげる
ための「ＮＩＥノート」を実施することを生徒
に伝えた。

（５）ＮＩＥノートの実践〔令和元年度 実施〕
昨年度、取

り組む中で課
題 と な っ た

「情報を活用
する力」や「社
会情勢を見据
えることがで
きる力」を生徒に付けていきたいと考え、本年
度より、新聞記事に対する個人の意見や思いを
つなげるための「ＮＩＥノート」を実施した。
自分が興味を持った記事を見つけ、「記事の概
要」、「記事に対する自分の考えや疑問」を記入
し、全校生徒と校長を含めた全教職員が交互に
やりとりをした。担当となった者は、まず前者
の記事やその記事に対する考えを読み、自分の
意見を記入することから始める。このことを通
して、相手の価値観を受け入れる力や新しい情
報（社会情勢など）を得る力が高まったことを
感じた。また、教職員と生徒が新聞記事を通し
て意見交換できたのは、日常会話の中でも社会
事象について言い合うことができたり、生徒の

（ⅱ）社会科 〔令和元年度 実施〕
社会科で新聞記事を活用した話合い活動を実

施した。
本年度、社会的な問題となったコンビニエン

スストアの２４時間営業問題を題材に「コンビ
ニの２４時間営業は必要か」という話合いを行っ
た。主観だけでなく、しっかりと記事を読むこ
とで自分の意見が固まったり、変容したりして
グループ内での話合いが盛り上がった。上級生
と混合でグループを設定している成果として、
まだ１、２年生は学習していない公民の知識に
触れることができたり、相手に分かりやすい発
表方法を身に付けたりすることができた。

（４）ＮＩＥ教育についての学習会
〔平成２９年度～令和元年度 実施〕

３年間、ＮＩＥ担当から年度当初に全校生徒
に向けて学習会を開いている。令和元年度も４
月に全校生徒を対象にＮＩＥ教育の学習会を開
いた。２、３年生については、一昨年度からの
継続であるため、ＮＩＥ学習の意義や学習の進

ＮＩＥ教育の取り組みが新聞に取り
上げられました。
（静岡新聞 平成３０年１１月３日朝刊）
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きた。」や「ＮＩＥを行うことで情報から自分の考
えをもったり社会とのつながりを感じたりするこ
とにも繋がると思う。」といった意見を得ること
ができた。

予測不能な社会を迎える生徒たちにとって、情
報収集すること、その情報を広い視野で考えるこ
と、さらには、情報を発信したり活用したりする
力が必要になってくることを鑑みると、ＮＩＥ教
育の重要性を認識し、本年度以上の実践を積み重
ね、生徒と新聞をより密接なものとし、情報を活
用する力や社会情勢を見据えることができる力を
生徒に付けていきたいと考える。

設問３ あなたは新聞を読みますか？

イ 考察
令和２年１月にＮＩＥ教育に関する生徒への

アンケートを実施した結果が上記のとおりであ
る。設問１からネット社会の影響もあり、新聞
よりテレビやインターネットから情報を得てい
る生徒が多いことがわかった。しかし、ＮＩＥ
教育を導入した平成２９年度当初と比較すると、
設問２「新聞にどのようなイメージがある」に
対して、「おもしろい」「ためになる」と感じて
いる生徒が増加していることがわかる。また、
設問３をみても、ＮＩＥの導入により新聞を読
む生徒が増加していることが分かる。

３．まとめ

一昨年度から環境整備をはじめ、授業や放課後
学習で新聞を活用した学習をし、本年度から実施
した「ＮＩＥノート」を展開してきた。アンケー
ト調査からも明らかになったように、ＮＩＥ教育
によって生徒の変容（質の向上）が見られたこと
は大きな成果であると捉える。

担当者として、ＮＩＥの実践を行ってきて、新
聞の魅力を感じることができた。テレビのニュー
スやインターネットの記事から情報が簡単に得ら
れる現代であるからこそ、新聞の魅力を伝えてい
かなければならない。情報を得る手段として新聞
は信用性が高いといえるだろうが、それでもその
情報が確かであるのかを見極めていかなければな
らない。複数の新聞を読み比べたときに、生徒は
同じ事実に対して全く異なる見方や考え方ができ
ることに気付くことができた。一つの見方や考え
方をうのみにせず、異なる見方や考え方を知るこ
とが大切である。生徒の感想から「新聞を読み比
べることで、新聞に載っていたから事実であると
安易に決めつけずに、言葉の微妙な違いを楽しん
だり、表現の仕方の違いを感じたりすることがで

自分なりの疑問や考えをもち、課題を解決していこうとする生徒の育成を目指して
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ここでの掲示は事件・事故等の悲惨な記事は扱
わないようにし、色々な生徒が興味のもてるよう
な多岐にわたる内容を月２回程度掲示し、新聞を
読むことに慣れさせた。

・各学年会に新聞をクリップでぶら下げ、常時
閲覧できるようにする。

掲示はこちらの選んだ記事しか見ることがで
きないが、新聞の本物に触れることで自分の興
味に応じた記事を探すことができ、より一層の
関心が高まった。

１．はじめに

本校は菊川市の中心地に位置し、全校５４６名の
大規模校である。学区には駅やインターチェンジ
が存在することなどから、近年、宅地開発が進み、
生徒数・学級数が増えている学校である。そのた
め、地域外から入ってくる家庭や外国人家庭等、
それぞれの家庭の物の考え方は千差万別である。
また、経済の格差も激しい地区である。

２．実践研究の概要

（１）研究目的
ＮＩＥ研究実践を行うに当たってまず考えたの

は、「ＮＩＥを使うことによって子どもたちにどん
な力がつくのだろうか」ということである。そこ
で、国語の「読む力」に絞り、「読む力」を引き
上げていくためのＮＩＥ活動を考え実践した。

（２）研究方法
実践するに当たって以下の３点を考えた。

① 生徒が普段から新聞を読むことに興味をもた
せる工夫を考えること。

② ワークシートを行う際、生徒に「楽しさ」を
味わわせるために、訓練感をできるだけ無
くすこと。

③ 教員にも気軽に楽しくＮＩＥ活動ができる体
制を作ること。

また、指定一年目は①と③を中心とした活動を、
指定二年目はそれを基盤としながら②を中心とし
た活動を行うスケジュールを立てた。
それぞれの具体策は以下のとおりである。

（ア）①の具体策（ＮＩＥ活動の基盤をつくる）
・各学年の階に拡大新聞を掲示する。

読む力を伸ばすＮＩＥ実践
菊川市立菊川西中学校 増田 浩己
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（イ）③の具体策（教職員が気軽に取り組める、
加重負担にならないような体制作り）

・校内研修と絡めない独自の体制で進める

近年、時代の流れや新学習指導要領開始など
により、現場に色々な変化が要求されている。
学び合いを中心とした授業改善、道徳の教科化、
働き方改革による業務精選、情報機器の活用な
どやるべきこと、考えるべきことは多々ある。
本校では今まで行ってきたそういった研修を中
断して、ＮＩＥにシフトチェンジするのでは無
く、全く別の組織として取り組みを進め、職員
全体に働きかける方法を選択した。

・教務主任を中心に若手を組織した実行組織で
活動に一体感を出す。

学年や教科、部活顧問の主・副などバランス
を見ながら若手中心の組織をつくり、実行力を
第一とした。また、若手教員が楽しみながら行
えるように、さらに少しでも自己研鑽の場とな
るように発案は教務主任が行いながら、掲示つ
くり、掲示張り替え、データ集計など委員全員
で行うこととし、気軽で一体感を持った活動を
心がけた。

〈本校組織 NIE 小委員会委員〉
◎教務主任 保体 副顧問 ５０代
○３年担任 国語 副顧問 ２０代
・３年担任 国語 主顧問 ２０代
・２年担任 社会 副顧問 ２０代
・２年級外 理科 主顧問 ４０代
・２年級外 英語 副顧問 ２０代
・１年担任 社会 副顧問 ２０代

（ウ）②の具体策（生徒の読む力向上に向けての
取り組み）

・週 1 回、朝の帯時間を使ったワークシート学
習（別紙資料２）を行う。

・国語の授業を中心に新聞記事を使用した授業
を展開する。（３年のみ実施）

新聞から文意を読み解く練習を行う。
これにより、読む力を養うきっかけ作りとし

た。（指導案 別紙資料１）

・職員室の新聞コーナーの設置。

教職員がまず新聞に興味をもてるように、ま
た、新聞を気軽に授業や学級掲示に利用できる
ように設置した。その中で、切り抜く行為は早
い者勝ちで OK というルールを作った。

・家庭科で新聞スクラップノート作りを実践す
る。

スクラップノートを課題として出すことによ
り、自分の興味をもった内容をより深く考えら
れるようになったり、自分の興味を広げられる
ようになったりした。
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（２）成果
４月と１２月の読解力調査を比較すると１２月

は４月に比べ正答率は全体で４.８㌽、無回答
率は０.１４㌽向上が見られた。学年ごとに見て
も、全ての学年において１２月の読解力調査が
４月を上回るという結果となった。今回の結果
により、ＮＩＥの取り組みは読解力の向上に効
果があると言えるのではないか。

特に３年生については、昨年度２年生の３学期、
国語の授業の始め１０分程度で、先駆けてＮＩＥ
ワークシートの取り組みをテスト的に行った。
他学年より実施期間が長かった分、向上率が大
幅に上がったと考えられる。

（３）課題
一つ目は、国語の「読む力」をどう捉え、ど

う測るのか、である。お気づきの方もいらっしゃ
ると思うが、今回比較した２回のテストは、読
解力テストである。しかしながら、国語科の目
指す「読む力」＝「読解力」とはならない。ど
んな測り方が適切だったのかが大きな課題であ
る。

二つ目は、「読む力」を上げるために、新聞
記事が適切であったかどうか、である。今回は
ＮＩＥの指定をいただいて、新聞記事ありきで
スタートしているが、果たしてどうなのかは、
今後試みてみたい。

三つ目は、朝のワークシートの回数である。
今回は各学年１６回（長期休みや集会等を除く
と週 1 回以下のペース）で行った結果である。
どの位の回数がベストなのかについても今後検
証してみたい。

４．おわりに

今回ＮＩＥ指定校になったことで、普段から
感じていた“子どもの読む力の向上”について
研究することができた。子どもたちの読む力を
高めるためには、フリー読書よりも、ＮＩＥワー
クシートのように同じ文を読みそこから質問に
答える方式のほうが、読む力が向上することが
結果だけでなく自分の実感としても感じること
ができた。今回はＮＩＥ活動を“読む力”に絞っ
ていったが、今後思考力に効果があるかも研究
してみると面白いのではないか。 新聞記事を

朝８：００～８：２５の時間で新聞記事からなる
ワークシートを実施した。簡単な新聞記事を読
み、２つの問に答えるという方式のワークシー
トを用意し、年間１６回、全学年で行った。問
は 1 つめを「内容を問うもの」、２つめを「記
事から広げたもの」、と設定し、生徒が教科の
小テスト感を持たないよう配慮した。

・４月、１２月に読む力を測り比較する。
（別紙資料３）

年 2 回生徒たちの読む力を測ることで、今回
の取り組みで生徒の変容を調べることができ
る。テストは２５分とし、生徒にあまり負荷が
かからない形で実施した。

３．研究成果と課題

（１）結果
読解力テスト結果は以下の表のとおりである。

集団 正答割合 無答割合

1年

4月 50.31% 0.00%

12月 54.01% 0.00%

上昇率 3.70㌽ 0.00㌽

2年

4月 55.94% 0.55%

12月 58.92% 0.22%

上昇率 2.98㌽ -0.34㌽

3年

4月 59.04% 0.07%

12月 66.60% 0.00%

上昇率 7.56㌽ -0.07㌽

全体

4月 55.25% 0.22%

12月 60.05% 0.07%

上昇率 4.80㌽ -0.14㌽
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使って、公共サービスや税金がどのように使用
されているのかを学んでから、租税教室を開催
し、税務職員の方から税の仕組みと重要性を教
えていただいた。そして、まとめの活動として、
自分が予算編成を任される立場になるシミュ
レーション学習を組んだ。

借金返済、教育、防衛、交通、景気対策、医
療・福祉、防災の７つの項目から、自分たちは
どう予算を活用するかを、事前に用意した新聞
記事を根拠に話し合わせた。

新聞記事を使うことで、現在動き続けている
社会状況に合わせた学習活動になり、また新聞
記事の内容を関連付けることで学習内容が自分
たちの現在、または将来に関わりがあることを
意識させることができた。
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【 別 紙 資 料 ３- ① ４ 月 】  
第 一 回  読 解 力 テ ス ト  

一   

 

 

 ど ん な 人 間 で も 、 心 に 深 い 感 動 を 受 け た と き は 、 そ れ を 適 当 に 言 葉 と し て 表 現 で き な い も の で あ る 。 す べ

て 一 流 の 美 は 、 そ う い う 性 質 を 持 っ て い て 、 私 た ち に 沈 黙 を 迫 る 。 美 へ の 愛 と は 、 こ の 沈 黙 へ の 愛 だ と さ え

い っ て も よ い 。  

 だ か ら ほ ん と う の 理 解 と は 、 口 に 出 し て う ま く 言 え る か ど う か と い う こ と だ け で は な い 。 説 明 が 上 手 だ か

ら と い っ て 、 【       】 。 心 の 底 ふ か く お さ め て お い て 、 つ ま り は 沈 黙 の う ち に う な ず く 場 合 だ っ て あ

る 。  

 そ し て こ の 沈 黙 の 肯 定 が 一 番 深 い の で は な い か 。 す ぐ れ た 作 品 は こ れ に よ っ て 支 持 さ れ て き て い る の で あ

る 。  

 

 

 【     】 入 当 も の は 号 答 。  

 

ア  理 解 し よ う と し て い る       イ  理 解 し て い る と は か ぎ ら な い  

ウ  理 解 す る わ け に は い か な い     エ  理 解 し て い る と い え る だ ろ う  

 

 

二  

 

 テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録 音 し た 自 分 の 声 を 聴 い た と き の こ と を 思 い 出 し て み よ う 。 録 音 さ れ た 自 分 の 声 は 、

や た ら と 甲 高 く 、 軽 薄 に 聞 こ え た に 違 い な い 。 機 械 の 調 子 が お か し い の か と 疑 っ て 、 「 僕 っ て こ ん な 声 ？ 」

と ま わ り の 人 た ち に た ず ね て も 「 そ ん な 声 だ よ 」 と 答 え ら れ 、 納 得 で き な い よ う す が 容 易 に 想 像 で き る 。 確

か に 、 同 じ テ ー プ レ コ ー ダ ー で 、 他 人 の 声 や 音 楽 を 録 音 ・ 再 生 し て も 、 自 分 の 声 を 聴 い た と き の よ う な 違 和

感 は な い 。 実 は こ れ は 、 機 械 の 調 子 が お か し い の で は な く 、 あ な た 以 外 の 人 た ち は 皆 、 あ な た の 声 を 、 テ ー

プ レ コ ー ダ ー か ら 流 れ る 声 の よ う に 聴 い て い る の で あ る 。 逆 に い う と 、 あ な た だ け が 、 あ な た の 本 当 の 声 を

聴 く こ と が で き ず 、 他 人 が 聴 く よ り も こ も っ た 音 色 に 感 じ て い る の で あ る 。  

 

 

問  文 内 容 合 る 、 号  

 

ア  テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録 音 さ れ た 声 は 甲 高 い  

イ  テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録 音 さ れ た 声 は こ も っ て い る  

ウ  テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録 音 さ れ た 声 は ほ ぼ 正 確 で あ る  

エ  テ ー プ レ コ ー ダ ー に 録 音 さ れ た 声 は 軽 薄 で あ る  
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三  

 久 し ぶ り に 同 窓 会 へ 行 っ た ら 、 か つ て の ク ラ ス メ ー ト が 会 社 を 立 ち 上 げ て 大 成 功 を お さ め て い た 。 話 を 聞

け ば 、 立 場 も 収 入 も 自 分 と は 天 と 地 ほ ど の 差 が あ る 。  

 そ の 友 人 が ど れ ほ ど “ い い ヤ ツ ” だ っ た と し て も 、 こ ん な と き の ① 胸 中 は 複 雑 で あ る 。 仲 間 の 成 功 を 手 放

し で 祝 福 で き れ ば い い が 、 現 実 は な か な か そ う も い か な い 。 か つ て は 同 じ 教 室 で 机 を 並 べ て い た の に 、 い つ

の 間 に 差 が つ い た の か 。 ど こ か 妬 ま し い よ う な 気 持 ち を 抱 く の は 、 人 間 と し て ご く 当 た り 前 の 感 情 だ ろ う 。 

 し か し 、 他 人 の 幸 運 や 成 功 を 心 か ら 願 い 祝 福 で き る 人 間 は 好 感 度 が 高 い と い う の は キ レ イ 事 で は な く 、 深

い 裏 づ け が あ る こ と な の だ 。  

 ② 「 環 境 」 と い う も の は 、 す べ て 原 因 と 結 果 で 作 ら れ て い る 。 あ な た が い ま の 会 社 で 働 い て い る の に も 、

そ れ に 至 る 原 因 が 必 ず 存 在 す る か ら で あ る 。 他 人 へ の 妬 み は 、 負 の エ ネ ル ギ ー か ら 発 せ ら れ る 。 こ れ を バ ネ

に の し 上 が る こ と も で き る が 、 そ れ は 自 分 の 内 面 で 葛 藤 し 続 け る 孤 独 な 戦 い だ 。  

 し か し 、 妬 み を 捨 て る 潔 さ や 他 人 の 幸 運 を 喜 ぶ 素 直 さ は 周 囲 の 人 を 味 方 に つ け 、 さ ら に 物 質 的 な 協 力 を も

得 る 結 果 と な る 。 他 人 の 成 功 を 願 う 寛 大 さ や ゆ と り が 好 感 を 呼 び 「 こ の 人 の た め な ら 支 援 し よ う 」 と い う 心

理 に つ な が る の だ 。  

 つ ま り 、 良 い 行 い に は 良 い 結 果 が つ い て く る と い う わ け で あ る 。 「 情 け は 人 の た め な ら ず 」 と い う こ と わ

ざ が あ る よ う に 、 他 人 に か け た 情 け は め ぐ り め ぐ っ て 自 分 に か え っ て く る 。 こ れ は 仏 教 的 な ※ 因 果 応 報 説 か

ら く る 言 葉 で あ る と と も に 、 心 理 学 と い う 側 面 か ら み て も 、 ※ 「 人 心 掌 握 術 」 の 王 道 な の で あ る 。  

 

※ 因 果 応 報 説  …  過 去 の 行 い の 善 悪 に 応 じ て 報 い が あ る と い う 説  

※ 人 心 掌 握   …  人 の 心 を 手 に 入 れ て 自 分 の も の に す る こ と  

 

 中 る 。  

 

ア  友 人 の 成 功 や 収 入 の 高 さ を 聴 い て そ の 人 の こ と が 嫌 い に な り そ う だ か ら  

イ  友 人 の 成 功 を 聞 い て 自 分 の 実 力 が 足 り な い こ と に 気 づ い て し ま っ た か ら  

ウ  友 人 の 成 功 を 妬 ま し く 思 っ て し ま う 気 持 ち が ど う し て も 生 じ て し ま う か ら  

エ  友 人 の 成 功 は 心 か ら 祝 福 で き る よ う な す ば ら し い も の で は な い と 思 う か ら  

 

 「 は 作 ら 」 と が う こ 記 号 で な  

 

ア  必 ず 何 か し ら の 原 因 が あ っ て 、 現 在 そ の 会 社 の な か で 働 い て い る の だ と い う こ と  

イ  自 分 が 働 く 環 境 を 整 備 す る た め に 、 悪 い 原 因 を 取 り 除 く 必 要 が あ る と い う こ と  

ウ  大 き な 原 因 や 理 由 が な け れ ば 、 一 流 企 業 に 就 職 す る こ と は 不 可 能 だ と い う こ と  

エ  会 社 の 環 境 は 、 社 員 た ち の 個 人 的 な 感 情 に 基 づ い て 成 り 立 っ て い る と い う こ と  

 

 文 伝 と  

 

ア  成 功 し た 友 人 に 対 し て 妬 ま し い よ う な 気 持 ち を 抱 く こ と は 、 人 間 で あ る 以 上 は 仕 方 が な い こ と だ 。  

イ  妬 み を 捨 て る 潔 さ や 他 人 の 幸 運 を 喜 ぶ 素 直 さ は 、 仏 教 だ け で は な く 心 理 学 に お い て も 重 要 で あ る  

ウ  「 情 け は 人 の た め な ら ず 」 と い う よ う に 、 常 に 他 人 に 情 け を か け る こ と が よ い 結 果 を 生 む の だ  

エ  他 の 人 の 幸 運 を 素 直 に 喜 ぶ 姿 勢 こ そ が 、 周 囲 の 人 々 の 好 感 を 呼 び や が て 成 功 に つ な が る の で あ る  
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四
中 学 で は 、 野 球 部 に 入 る と 決 め て い た 。 決 め て い た と い う も ん じ ゃ な い 。 野 球 を す る た め に 中 学 に 行 く ぐ

ら い の 思 い は あ っ た は ず だ 。 少 な く と も 豪 は 、 巧 と バ ッ テ リ ー を 組 ん で 、 野 球 を す る こ と を 目 的 に し て い た 。

中 学 校 の 三 年 間 だ け じ ゃ な い 。 （ 中 略 ） 将 来 の 自 分 の 姿 な ど 、 影 も 見 え な か っ た 。 し か し 、 巧 の 球 を 受 け る

こ と 、 受 け 続 け る こ と 。 キ ャ ッ チ ャ ー と し て の 自 分 の 姿 だ け は 確 か に 見 え る 。 巧 の 球 に は 、 そ れ だ け の 魅 力

が あ っ た 。 初 め て 見 た の は 去 年 の 夏 。 少 年 野 球 県 大 会 の 会 場 だ っ た 。 豪 の い た 新 田 ス タ ー ズ は 、 二 回 戦 で 負

け た 。

「 豪 、 次 の 試 合 に 出 る ピ ッ チ ャ ー 見 て み ぃ や 。 一 回 戦 見 た か ぎ り で は 、 ち ょ っ と は ん ぱ じ ゃ な い ぞ 」

帰 り の 支 度 を し て い た と き 、 監 督 か ら 声 を か け ら れ た 。 正 直 、 か ん べ ん し て く だ さ い よ と い う 気 持 ち だ っ

た 。 八 月 で あ る 。 炎 天 下 で 二 試 合 戦 っ て 、 く た く た に 疲 れ て い た 。 帰 り の バ ス が 来 る ま で 木 か げ で ア イ ス ク

リ ー ム で も な め て い た か っ た 。 そ れ で も 監 督 の 言 葉 に し た が っ た の は 、 野 球 も こ れ で 最 後 と い う 思 い が あ っ

た か ら だ 。 中 学 に 入 っ た ら 勉 強 に 重 点 を お く と 母 に 約 束 し て い た 。 適 当 に 楽 し め る ク ラ ブ に 入 っ て 、 勉 強 も

適 当 に や っ て 、 そ れ で い い と 思 っ て い た 。

し か し 、 め っ た に 人 を ほ め な い 監 督 が 、 ち ょ っ と は ん ぱ じ ゃ な い と 真 顔 で 言 っ た 。 そ う 言 わ せ た ピ ッ チ ャ

ー を 見 と く の も 思 い 出 に な る か な と 、 納 得 し た 。

だ な っ 答

ア 自 分 た ち の チ ー ム は 二 回 戦 で 負 け て し ま っ た の で 、 帰 り の バ ス が 来 る ま で ま だ 時 間 が あ っ た か ら

イ め っ た に 人 を ほ め な い こ わ い 監 督 に 、 真 剣 な 顔 で 、 絶 対 に 見 な さ い と 強 制 的 に 言 わ れ た か ら

ウ 中 学 で は 野 球 部 に 入 る つ も り だ っ た の で 、 監 督 が す ご い と い う ピ ッ チ ャ ー を 見 て お き た か っ た か ら

エ も う 野 球 を や め よ う と 思 っ て い た の で 、 監 督 が ほ め る ピ ッ チ ャ ー を 見 る の も い い 記 念 だ と 思 っ た か ら

問 時 豪 学 ご い え な い

ア こ の ま ま 野 球 を 続 け よ う と 思 っ て い る

イ 勉 強 に 重 点 を お い て 、 野 球 は 適 当 に や ろ う と 思 っ て い る

ウ 勉 強 に 重 点 を お い て 、 野 球 は や め よ う と 思 っ て い る

エ 勉 強 も ク ラ ブ も 適 当 に や ろ う と 思 っ て い る

う 決 さ

ア 勉 強 に 重 点 を お く と 母 親 に 約 束 し た か ら

イ 二 回 戦 で 負 け る ほ ど 、 野 球 が 弱 か っ た か ら

ウ 巧 の 投 げ る 球 が 魅 力 的 だ っ た か ら

エ ク ラ ブ 活 動 を 楽 し み た い か ら
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【 別 紙 資 料 ３- ② 十 二 月 】  

第 二 回  読 解 力 テ ス ト  

一   

 

 今 の 子 ど も た ち を 対 象 に し た あ る 調 査 に よ る と 、 両 親 に 対 す る 満 足 度 を 調 べ た と こ ろ 、 子 ど も た ち の 九 割

が 親 に 満 足 し て い る と 答 え た 。 そ れ を 額 面 ど お り に 受 け 取 る と 、 今 の 子 ど も た ち は ほ と ん ど 親 に 不 満 を 持 っ

て い な い と い う こ と に な る 。  

 し か し 調 査 の 結 果 を 表 面 的 に 理 解 し て は な ら な い 。 子 ど も た ち が 両 親 に 不 満 を 持 っ て い な い と は 、 と う て

い 考 え ら れ な い か ら で あ る 。 私 の 心 理 療 法 の 経 験 か ら 言 っ て も 、 問 題 を 持 つ 子 ど も は 誰 で も 、 必 ず 親 に 対 す

る 不 満 を 持 っ て お り 、 ま た 面 接 し て い く と 不 満 を 意 識 化 す る よ う に な る 。 子 ど も た ち は 、 【      】 。  

 

 

 【     】 入 当 も え  

 

ア  不 満 を 自 覚 し て い て も 、 口 に 出 さ な い だ け な の だ        

イ  決 し て 不 満 を 持 っ て い な い の で は な く 、 自 覚 し て い な い だ け な の だ  

ウ  調 査 で は 表 面 的 に 答 え 、 本 当 の こ と を 言 っ て い な い だ け な の だ  

エ  問 題 が あ る た め 、 不 満 を 意 識 化 で き な い だ け な の だ  

 

二  

 

 思 春 期 と い う も の は 、 よ り 高 い も の を 求 め る 心 理 が 強 い の で 、 親 が 十 分 に 権 威 を 持 っ て い る と き で さ え も 、

親 以 外 の も っ と 尊 敬 で き る と 思 わ れ る 人 物 に 傾 倒 し 、 そ れ と 比 較 し て 親 を 否 定 し て く る こ と が あ る 。 ま し て

や 、 親 が 十 分 に 権 威 を 持 っ て い な い 場 合 に は 、 子 ど も の 反 抗 は 必 ず 起 こ る と 言 っ て も 過 言 で は な い 。 そ の 場

合 に は 、 他 に 具 体 的 な モ デ ル が な く て も 、 親 を 不 十 分 な モ デ ル と し て 否 定 す る 気 持 ち が 反 抗 と し て 現 れ る の

で あ る 。 そ れ は 、 よ り 普 遍 的 な 価 値 を 獲 得 し よ う と い う 心 の 動 き で あ る か ら 、 親 は 子 ど も の 反 抗 に 出 会 っ た

な ら 、 そ う し た よ り 高 い も の を 求 め る 心 が 子 ど も に 生 じ て き た こ と を 喜 ぶ こ と の で き る 心 の 余 裕 を 持 ち た い

も の で あ る 。  

 

 

問  抗 ど だ 記 え  

 

ア  普 遍 的 な 価 値 を 求 め る 心 が 子 ど も に 生 じ て き た と 考 え る べ き だ  

イ  親 が 子 ど も の 手 本 に な れ な か っ た の は 、 親 の 努 力 不 足 だ と 考 え る べ き だ  

ウ  反 抗 は 一 時 的 な も の で 、 親 の 権 威 が 否 定 さ れ る わ け で は な い と 考 え る べ き だ  

エ  反 抗 は ど ん な 子 ど も に も あ る 普 遍 的 な 価 値 だ か ら 仕 方 が な い と 考 え る べ き だ  
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三  

 

 一 概 に 言 っ て 、 ① 男 子 は 女 子 ほ ど に 「 か わ い い 」 に つ い て 真 剣 に 、 自 分 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 問 題 と し て

考 え て い な い 。 彼 ら は 「 か わ い い 」 と 呼 ば れ る こ と に 当 惑 し 、 と り わ け 女 子 か ら そ う 呼 ば れ る こ と に 強 い 抵

抗 を 感 じ て い る 。 「 か わ い い 」 は 男 と し て の 自 己 認 識 を ※ 攪 拌 さ せ 、 混 乱 さ せ る 言 葉 で あ り 、 思 考 の 枠 の 外

側 に 置 か れ て い る 観 念 で あ る 。  

 そ れ に 対 し て 女 子 は 、 「 か わ い い 」 と い う 語 を 受 け 入 れ る に せ よ 、 そ れ に 反 撥 （ は ん ぱ つ ） を 示 す に せ よ 、

一 貫 し て ヴ ェ ル ネ ラ ビ リ テ ィ （ 攻 撃 誘 発 性 、 や ら れ や す さ ） に 満 ち た 態 度 を 示 し て い る 。 彼 女 た ち の 過 半 数

は 「 か わ い い 」 と 呼 ば れ た い と 思 い 、 こ の 言 葉 を 通 し て 幸 福 な 自 己 肯 定 に 到 達 で き る と 信 じ て い る が 、 自 分

を 「 か わ い い 」 と は 思 っ て い な い 。 あ る 女 子 た ち は 、 社 会 の な か で 女 性 と し て の 「 か わ い い 」 ※ 媚 態 を 戦 略

と す る こ と が 自 分 に 有 利 に 働 く こ と に 、 十 分 に 気 付 い て い る 。 男 子 の 大 半 は 年 齢 と 自 分 の 身 体 に 無 頓 着 で あ

る が 、 女 子 の か な り の 部 分 は 、 年 齢 に 強 い ※ 焦 燥 感 を 感 じ て お り 、 若 さ と 成 熟 の 狭 間 に あ っ て 、 ② 「 か わ い

い 」 と い う 言 葉 を 過 敏 に 受 け 止 め て い る 。 こ れ ま で の 人 生 を 一 度 も 「 か わ い い 」 と 呼 ば れ た こ と が な い と 答

え た 者 が 一 〇 ％ 強 、 存 在 し て い る こ と に も 、 気 を 留 め な け れ ば な ら な い 。 お そ ら く 同 年 齢 の 男 子 に は 、 そ の

よ う な 懸 念 は ほ と ん ど 存 在 し て い な い こ と が 推 測 さ れ る 。  

 

※ 攪 拌  …  ご ち ゃ ご ち ゃ に す る  ※ 媚 態  …  男 性 の 気 を 引 く よ う な 態 度  

※ 焦 燥 感  …  い ら い ら し た り あ せ る 気 持 ち  

 

 

 女 考 え る そ 記 え  

 

ア  男 は 一 般 的 に 「 か わ い い 」 と 言 わ れ る と 恥 ず か し く 感 じ て し ま う か ら  

イ  男 子 は 「 か わ い い 」 と 言 わ れ て も そ れ を そ の ま ま で は 信 用 し な い か ら  

ウ  「 か わ い い 」 と い う 言 葉 自 体 が 女 性 を 対 象 と し た 言 葉 で あ る か ら  

エ  そ も そ も 「 か わ い い 」 は 男 と し て の 自 己 認 識 に は な い 概 念 で あ る か ら  

 

二  」 と 」 と こ 号 で  

 

ア  他 の 人 か ら 「 か わ い い 」 と 言 わ れ る か ど う か を 非 常 に 気 に す る 女 子 が 多 い と い う こ と  

イ  若 い と き に し か 「 か わ い い 」 と 言 わ れ な い と 信 じ て い る 女 子 が 非 常 に 多 い と い う こ と  

ウ  「 か わ い い 」 と 言 わ れ な け れ ば 成 熟 し た 大 人 に な れ な い と 思 う 女 子 が 多 い と い う こ と  

エ  男 性 か ら 「 か わ い い 」 と 言 わ れ る よ う に い つ も 気 に か け て い る 女 子 が 多 い と い う こ と  

 

 こ 文 し い は よ と 。 記 答 え 。  

 

ア  他 人 か ら 「 か わ い い 」 と 言 わ れ る こ と の 受 け 止 め 方 に は 明 確 な 男 女 差 が あ る  

イ  他 の 人 に 「 か わ い い 」 と 言 っ て も ら い た い と い う 願 望 が 日 本 人 に は 存 在 し て い る  

ウ  「 か わ い い 」 と 言 わ れ た い 女 子 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ は 、 男 子 に は 理 解 不 能 で あ る  

エ  「 か わ い い 」 と い う 言 葉 の と ら え 方 は 、 性 差 よ り も む し ろ 年 齢 差 の 方 が 大 き い  
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四  

 

 初 め て 会 っ た 時 の サ ラ は 、 い た く 活 発 な ゴ ー ル デ ン ・ リ ト リ ー バ ー だ っ た 。 里 美 の 投 げ る ボ ー ル や デ ィ ス

ク を 果 敢 に 追 い 、 華 麗 に 受 け 止 め て 、 自 慢 気 な 足 取 り で 戻 っ て く る 。 泳 ぐ こ と も 大 好 き で 、 里 美 の 投 げ 損 ね

た ボ ー ル を 追 っ て 、 よ く 多 摩 川 に 飛 び 込 み 、 里 美 に 叱 ら れ た 。  

 サ ラ は 賢 い 犬 だ っ た 。 そ の 賢 さ ゆ え に 、 リ ー ド と い う く び き か ら 放 た れ て 自 由 を 満 喫 し て い た 。 と は い え 、

ボ ー ル や デ ィ ス ク を 追 う 時 以 外 は 、 里 美 か ら 二 メ ー ト ル と 離 れ る こ と は な く 、 里 美 が ① 物 欲 に か ら れ た 時 は

店 の 外 で お と な し く 待 っ て い た 。 サ ラ に と っ て 、 里 美 は 神 に も 等 し い 存 在 だ っ た の だ 。 ス テ イ と 声 を か け ら

れ れ ば 、 そ れ こ そ 、 ② 何 時 間 だ っ て 同 じ 姿 勢 で 里 美 を 待 っ て い た だ ろ う 。  

 と も か く 、 わ た し と 里 美 の 初 デ ー ト は 、 わ た し と サ ラ の 初 対 面 で も あ っ た わ け だ 。 サ ラ は わ た し を 慇 懃 無

礼 に 扱 う こ と に 決 め た よ う だ っ た 。 私 が 頭 を 撫 で れ ば 尻 尾 を 振 る 。 だ が 、 そ の 間 も 視 線 は 里 美 に 向 け ら れ て

い た 。 わ た し が 声 を か け て も そ れ は 見 事 に 無 視 さ れ た 。 サ ラ に と っ て 里 美 は 神 だ が 、 わ た し は ま っ た き の 他

人 な の だ っ た 。  

 い や 。 今 考 え る と ③ サ ラ は わ た し の 心 を 読 ん で い た の か も し れ な い 。 わ た し は サ ラ が 疎 ま し か っ た 。 せ っ

か く の デ ー ト な の に 、 里 美 は サ ラ と 遊 ぶ こ と に 夢 中 で 、 そ こ に ロ マ ン テ ィ ッ ク な 感 情 や 雰 囲 気 が 生 ま れ る 余

地 は あ り そ う に も な か っ た 。  

 

※ く び き  …  自 由 に さ せ な い た め の も の  ※ 慇 懃 無 礼  …  表 面 上 は 丁 寧 に 見 え て も 実 際 は 無 礼 な こ と  

 

問  「 物 か た 時 」 と な 時 記 号 で な  

 

ア  お 腹 が す い て 何 か が す ご く 食 べ た く な っ た 時  

イ  い い 物 を 買 う た め に 粘 り 強 く 交 渉 す る 時  

ウ  遊 び で 使 う ボ ー ル や デ ィ ス ク を 慎 重 に 選 ぶ 時  

エ  買 い 物 に 行 っ て 欲 し い も の を 探 し て い る 時  

 

 

 だ っ わ る の え 。 

 

ア  里 美 が 神 の よ う に 怖 い 人 で 、 命 令 を 守 ら な け れ ば な ら な か っ た か ら  

イ  里 美 は サ ラ に と っ て 唯 一 の 存 在 で 、 忠 誠 を つ く す 対 象 だ っ た か ら  

ウ  サ ラ は 賢 い の で 、 だ れ が 言 っ た こ と で も 必 ず 守 る 性 格 だ っ た か ら  

エ  サ ラ は リ ー ド を つ け て い れ ば 、 里 美 の 命 令 に 従 う こ と が で き た か ら  

 

 

 た を た と は 持 だ た か 号 答 。  

 

ア  サ ラ と は 初 対 面 だ っ た が 、 犬 好 き の ふ り を し て 里 美 に 好 か れ た い と 思 っ て い た  

イ  サ ラ と 仲 良 く し た い と 声 を か け た り し た が 、 無 視 さ れ て い ら だ っ て い た  

ウ  わ た し は 里 美 と の デ ー ト を 楽 し み た い の で 、 サ ラ が 邪 魔 だ と 感 じ て い た  

エ  わ た し と 里 美 と の ロ マ ン テ ィ ッ ク な 雰 囲 気 を 壊 さ れ 、 サ ラ を 憎 ん で い た  
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２．実践の概要

（１）新聞に親しむための実践
○新聞コーナーの設置

他の実践校の取組を参考にして、まずは「新
聞に親しむ環境づくり」から取り組んだ。子ど
もだけでなく、教員にも新聞を読んでもらえる
ように、職員室前に新聞コーナーを設置した。
大人が新聞を読んでいる姿を見せる方が親しん
で読むことにつながると考え、各教員にも積極
的な利用を呼び掛けた。

１．はじめに

本校は聴覚障害をもつ幼児児童生徒へ指導をし
ている。聴覚障害児は、「聞こえにくい」という
特性を起因として、さまざまな困り感をもって生
活している。それが言い換えれば学習・生活面で
「課題」となって表れる。

聴覚障害児によく見られる課題の一例

これらの課題を解決するためには、手厚い「情
報保障」が必要となる。新聞という情報媒体は、
その「情報保障」の観点から見ると素晴らしい教
材である。

聴覚障害児教育にいきるＮＩＥ
静岡県立静岡聴覚特別支援学校 山根 渉

勝又 一歩

新聞の特性 聴覚障害児教育との
関連

１ 一覧性 一面に多様な情
報が記載されて
いる

狭い世界観を広げる
とともに、世間の流行
に触れることができ
る。

２ 解説性 ニュースについ
て分かりやすく
解説されている

表面的な理解だけで
なく、因果関係まで
把握することで誤解
がなくなる。

３ 詳報性 多 く の 情 報、
データを詳しく
伝える

語彙を増やすととも
に、１つのニュースを
深く調べる学習に利
用できる。

４ 保存性・
記録性

過去の記事も保
存・整理し、繰
り返し読める

時系列でニュースを追
えるとともに、他紙と
の比較で多角的に考
えられる。

５ 軽便性・
再読性

持ち運びが簡単
で、気軽に読む
ことができる

いつでも読める気軽さ
が、主体的に情報を
得る姿勢につながる。

６ 確認性 後で読み直し、
情報の再 確認
ができる

繰り返し読むことで誤
読を防ぐことができ
る。

学習面
○言語力（語彙力、文法力、読解力など）の

不足
○年齢相応の既有知識（世界知識）の不足
○概念形成や抽象的思考の未発達

概念形成 ：経験を通じて概念を作り上げ
る過程

抽象的思考：物事の共通性を見出し、まと
める力

生活面
○環境音が聞こえないことで、危機察知が遅

れる。
・テレビやラジオ、校内放送が聞き取れない。
・後ろから来る自転車や車に気付けない。

○聞こえが原因となった対人トラブルが発生
する。
・他人の発言を誤解したり、誤解されてし

まう発言をしてしまったりする
・経験不足により受け身の姿勢になりやすい
・「暗黙のルール」を知らない
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聴覚障害児教育にいきるＮＩＥ

３．成果と課題

本校の実践における一番の成果は、聴覚障害児
教育や幼稚園教育でも新聞は有用な教材だと確認
できたことである。ＮＩＥに取り組んでからその
効果を感じられるまで少し時間を必要としたが、
１年２年と継続して実践に取り組んでいくこと
で、少しずつ子どもに変化が見られるようになっ
た。新聞記事を５Ｗ１Ｈで要約できるようになっ
たり、ニュースを多角的な角度から考えられるよ
うになったりするなど、確かな成長が感じられた。

そして、より効果的にＮＩＥを活用するには
「ＮＩＥの目的を明確にすること」が肝要である
ことも分かった。新聞はたくさんの特性をもつ教
材である。どの特性を用いて、子どもにどんな力
を身に付けさせたいのかを焦点化できると、新聞
の有用性が更に高まる。

課題は、担当者がＮＩＥの魅力を学校全体に広
めることがスムーズにできなかった点だ。ＮＩＥ
の経験が浅い教員の中には、どのように取り組ん
だらいいか悩むこともあっただろう。しかし、
ＮＩＥは授業者次第でどんな場面でも取り組むこ
とができる力をもっている。その魅力をもっと学
校全体に広めていければ、ＮＩＥの研究も更に深
まったのかもしれない。実践校でなくなってから
も、ＮＩＥの魅力はより多くの人に伝えていきた
い。

〈ＮＩＥと聴覚障害児教育のリンク〉
自身の体験したことを要約して伝えること

も、聴覚障害児は苦手とする傾向にある。新
聞づくりは教員のやりようによって様々に展
開することが可能であるが、今年度の取り組
みでは字数を制限することで「要約して伝え
る」ことに主眼を置いた。普段読んでいる新
聞の文章を参考にしながら情報を取捨選択し
て書く活動は、授業の最後に分かったことを
まとめるときに必要になる「抽象的思考力」
を養うことができる。



２０００ 年度 熱海高、磐田・城山中、静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、
浜松・東小、三島・佐野小、掛川・桜木小

２００１ 年度 静岡西高、静岡聾学校、天竜・下阿多古中、静岡・長田南小、浜松・東小、三島・佐野小、
掛川・桜木小、長泉高、小山・北郷中、浅羽中

２００２ 年度 長泉高、小山・北郷中、浅羽中、静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、
焼津中、湖西中、静岡・富士見小、熱海・初島小、浜北・大平小

２００３ 年度 静岡城北高、磐田南高、浜松城北工業高、静岡中央高、焼津中、湖西中、静岡・富士見小、
熱海・初島小、浜北・大平小、天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中

２００４ 年度 天竜養護学校、加藤学園暁秀中・高、浜松・江南中、沼津城北高、静岡サレジオ高、城
南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、富士宮・大富士小、大井川東小、
掛川・日坂小

２００５ 年度 沼津城北高、静岡サレジオ高、城南静岡高・中、浜松・天竜中、韮山中、磐田東中・高、
富士宮・大富士小、大井川東小、掛川・日坂小、湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・
芳川北小 

２００６ 年度 湖西高、沼津高中等部、岡部中、浜松・芳川北小、清水西高、日大三島高・中、東海大
付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・高、静岡・長田北小、浜松・竜
禅寺小、牧之原小

２００７ 年度 清水西高、日大三島高・中、東海大付属翔洋高、西部養護学校、磐田・一中、浜松日体中・
高、静岡・長田北小、浜松・竜禅寺小、牧之原小、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、
静岡・安東小、浜松・豊岡小、御前崎・一小

２００８ 年度 東海大付属翔洋高、不二聖心女子学院、沼津・静浦中、静岡・安東小、浜松・豊岡小、
御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜岡中、静大付属
静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小

２００９ 年度 浜松・豊岡小、御前崎・一小、大井川高、浜松・雄踏中、磐田・豊田南中、御前崎・浜
岡中、静大付属静岡中、静岡・清水小河内小、三島・徳倉小、清水町立南小、川根高、
浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・高、静岡・大里西小

２０１０ 年度 御前崎・浜岡中、静大付属静岡中、川根高、浜松江之島高、富士・吉原三中、浜松学芸中・
高、静岡・大里西小、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、静岡・東源
台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小

２０１１ 年度 浜松江之島高、浜松学芸中・高、常葉学園中・高、下田東中、島田・金谷中、袋井中、
静岡・東源台小、浜松・与進小、東伊豆・稲取小、島田高、島田樟誠高、静岡・清水五中、
浜松・北部中、御殿場・南中、磐田・神明中

２０１２ 年度 常葉学園中・高、島田・金谷中、磐田・神明中、静岡・東源台小、浜松・有玉小、島田高、
島田樟誠高、静岡・清水五中、浜松・北部中、御殿場・南中、富士宮東高、掛川工業高、
浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、沼津・原小、静岡サレ
ジオ小
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２０１３ 年度 富士宮東高、掛川工業高、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・安西小、静岡・城北小、
沼津・原小、静岡サレジオ小、金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、
裾野・深良中、島田高、常葉学園中・高、島田・金谷中、静岡・東源台小、浜松・有玉小

２０１４ 年度 金谷高、浜松城北工業高、静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中、裾野高、駿河
総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水三保第一小、
浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、浜松・三ケ日中、焼津・大村中、静岡・
安西小、浜松・有玉小

２０１５ 年度 裾野高、駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、静岡・清水
三保第一小、浜松・平山小、富士・田子浦小、島田・川根小、東海大付属小、金谷高、
静岡・高松中、浜松・積志中、裾野・深良中

２０１６ 年度 駿河総合高、島田商業高、静岡・清水興津中、南伊豆・南伊豆中、富士・田子浦小、東
海大静岡翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小

２０１７ 年度 東海大付属翔洋小、三島南高、静岡聖光学院中・高、浜松・可美中、裾野・富岡中、静岡・
井宮小、富士宮・上井出小、森小、遠江総合高、静岡・観山中、本川根中、富士宮・西
富士中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校

２０１８ 年度 三島南高、静岡聖光学院中・高、富士宮・上井出小、静岡・井宮小、遠江総合高、富士宮・
西富士中、静岡・観山中、本川根中、浜松・西都台小、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、
菊川西中、西伊豆・田子小、静岡・清水飯田小

2019 年度 富士宮・西富士中、本川根中、静岡聴覚特別支援学校、清水西高、菊川西中、西伊豆・
田子小、静岡・清水飯田小、浜松西高、常葉大附属橘高、小山中、伊豆の国・韮山南小、
吉田・自彊小、湖西・白須賀小、浜松・城北小

静岡県ＮＩＥ推進協議会
〒422 − 8033
静岡市駿河区登呂 3 丁目 1 番 1 号

（静岡新聞社内）
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